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「宇宙は膨張している」という宇宙の観
測結果は，今では小学生の理科辞典にも当
たり前のように載っており，すでに広く認
識されている．「膨張する宇宙」の宇宙論
の歴史は，1920年代後半にエドウィン・ハ
ッブルら天文学者が，遠方の銀河が我々か
ら遠ざかっているというハッブルの法則を
発見したことから始まった．これは，宇宙
は不変で定常的であると考えられていた当
時の宇宙観・宇宙像を覆す大発見であった．
実は，ハッブルらの発見以前に，宇宙膨
張を予言する理論的研究があった．アルバ
ート・アインシュタインは 1915年に重力
の理論である一般相対性理論を提唱したが，
他の研究者らが一般相対性理論を宇宙に適
用したところ，膨張する宇宙の解が存在す
ることを見つけたのである．あのアインシ
ュタインでさえも，動的な宇宙像を受け入
れることができず，重力を打ち消し合う，
実質的に万有斥力を引き起こす「宇宙定
数」を方程式に導入し，静的な宇宙解を得
ようとしていた．後に，ハッブルらの宇宙
膨張の発見を受け，アインシュタインはこ
の宇宙定数の導入を生涯で「最大の過ち」
として後悔したエピソードは有名だろう．
しかし，宇宙膨張の研究史はこれで決着
ではなかった．1998年のほぼ同時期に 2つ
の独立な研究グループが，多数の遠方銀河
で起きた Ia型超新星の測定から宇宙膨張
を調べたところ，約 70億年前から宇宙が
加速膨張に転じた，つまり宇宙の膨張がど
んどん速くなっているという驚きの観測結
果を報告したのである．この宇宙の加速膨
張の発見を受け，ソール・パールマッター，
ブライアン・シュミット，アダム・リース

の 3氏が 2011年のノーベル物理学賞の受
賞という銀河天文学史上初の快挙を成し遂
げた．アインシュタインの一般相対性理論
によれば，宇宙の膨張の歴史を測定するこ
とは宇宙に存在する全エネルギーおよび物
質を測定することと等価である．宇宙の加
速膨張は，物質の重力を凌駕する，万有斥
力を引き起こす謎のエネルギー，「ダーク
エネルギー」で現在の宇宙が満たされてい
ることを意味する．正体不明という意味で
「ダーク」と呼ばれているが，皮肉にも 80

年の年月を経て，現代の宇宙論ではアイン
シュタインの宇宙定数が復活したのである．
ダークエネルギーの正体は何か？　宇宙
の膨張とともに無尽蔵に増え続けるダーク
エネルギーに宇宙は支配され，宇宙はこの
まま加速膨張を続けるのか，あるいは宇宙
は終焉を迎えるのか？　これらの疑問は，
21世紀の宇宙論が解決すべき難問である．
ダークエネルギーの性質の探求には宇宙観
測だけが唯一の手段であるので，これを目
的とした宇宙探査計画が世界中で計画され
ている．この宇宙探査には，できるだけ夜
空の広い領域にわたり，より遠方にある暗
い銀河までくまなく観測するという，言わ
ば宇宙の「国勢調査」が必要になる．この
世界の潮流に先駆けて，日本が誇る口径
8.2 mのすばる望遠鏡に超広視野主焦点カ
メラHyper Suprime-Cam（HSC）が本格始動
した．今年 2014年から 5年間の計画で，
すばる史上最大の宇宙探査を行うことにな
っている．ハッブル宇宙望遠鏡では 1000

年以上もかかる壮大な計画である．
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Ia型超新星：
現在の有力なシナリオでは，
白色矮星と恒星からなる連星
系において，恒星から降り積
もったガスにより白色矮星の
質量がチャンドラセカール限
界までに達し，自らの重力に
よる収縮を支えきれなくなり，
核融合が暴走し，大爆発を起
こす現象．発生機構が白色矮
星のチャンドラセカール限界
に定められた一定の質量で起
こるため，ピーク時の固有の
絶対光度がほぼ一定となり，
見かけ上の明るさを測定する
ことで超新星までの距離を求
めることができる．

Hyper Suprime-Cam
（HSC）：
米国ハワイ島のマウナケア山
山頂（標高 4,205 m）にある口
径 8.2 mすばる望遠鏡の新超
広視野主焦点ディジタルカメ
ラ．視野（一度に観測できる
天域の広さ）は直径約 1.5度
で，高さ約 3 m，重さ約 3ト
ン，約 8億 7,000万画素を有
す．2012年 9月から試験観測
を開始し，デザイン通りの高
性能が確認されており，2013
年 7月にはアンドロメダ銀河
のカラー画像が公開された．

強弱重力レンズ解析から得ら
れた，銀河団内の平均的なダ
ークマターの分布．球状では
なく上下にゆがんでいるのが
見て取れる．（国立天文台 / カ
ブリ数物連携宇宙研究機構，
東京大学　大栗真宗氏提供．）

日本の観測的宇宙論の黎明期 
―すばる望遠鏡超広視野カメラHyper Suprime-Cam計画
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